
１
．

地
区

の
概

要
 

用
排

水
路

を
開

水
路

タ
イ

プ
で

整
備

す
る

大
区

画
ほ

場
に

お
い

て
、

中
山

間
地

域
で

の
水

管
理

の
作

業
時

間
、

省
力

化
、

用
水

節
減

効
果

や
ア

ー
ム

式
モ

ア
に

よ
る

草
刈

り
作

業
 

の
軽

減
効

果
等

に
つ

い
て

実
証

す
る

「
Ｉ

Ｃ
Ｔ

水
管

理
実

証
モ

デ
ル

（
開

水
路

タ
イ

プ
）」

と
す

る
。

 
                          

関
係

土
地

改
良

区
：

由
利

本
荘

市
土

地
改

良
区

 
 

モ
デ

ル
実

証
区

域
営

農
者

（
法

人
）：

有
限

会
社

 
折

林
フ

ァ
ー

ム
 

  
 

松
ヶ

崎
地

区
 

農
地

集
積

加
速

化
基

盤
整

備
事

業
（

R1
～

R6
） 

由
利

本
荘

市
松

ヶ
崎
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２
．

モ
デ

ル
実

証
区

域
・

実
装

機
器

 
                               

遠
隔

操
作

型
給

水
栓

導
入

エ
リ

ア
全

景
 

【
検

証
ほ

場
】

 

◆
Ｉ

Ｃ
Ｔ

区
Ａ

 [
1.

5h
a 

 
2

耕
区

]（
R3

実
証

）
 

 
 

 
 

 
 

 [
9.

7h
a 

12
耕

区
]（

R4
実

証
）

 

遠
隔

操
作

型
給

水
栓

：
各

ほ
場

1
機

 

水
田

セ
ン

サ
ー

：
各

ほ
場

1
機

 

遠
隔

操
作

型
排

水
口

：
各

ほ
場

1
機

 

◆
慣

行
区

 
[5

.4
ha

 
16

耕
区

] 

従
来

の
水

管
理

 

Ｒ
４

実
証

エ
リ

ア
 

Ｒ
３

実
証

 

Ｒ
４
実
証

 

Ｒ
３

実
証

エ
リ

ア
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３
．
実

証
内
容

の
概

要
 

実
証
 

区
分
 

区
分
 

検
証
目
的
 

調
査
項
目
 

調
査
方
法
 

水 管 理 労 力 の 軽 減 

検
証
Ⅰ
-1
 

水
位

・
水
温
状
況

を
現

地
で
確
認

す
る

労
力

を
、

I
CT

機
器
導
入

に
よ
っ

て
ど
の

程
度

軽
減

で
き
る

か
検
証
す
る
 

・
拠
点
か
ら
ほ
場
ま
で
の
移
動
時
間
 

・
天
気
・
見
回
り
回
数
・
見
回
り
時
間
 

作
業
日
報
 

検
証
Ⅰ
-2
 

給
水
栓
（
水
口

）
の
現
地
で
の
操
作
労
力
を
、
IC
T

機
器
導

入
に
よ
っ
て
ど

の
程
度
軽
減

で
き

る
か

検

証
す
る
 

・
給
水
栓
（
水
口
）
操
作
の
有
無
 

・
給
水
栓
（
水
口
）
操
作
方
法
 

検
証
Ⅰ
-3
 

排
水
口
の
現
地
で
の
開
閉
操
作
労
力
を
、
I
CT

機
器

導
入

に
よ
っ
て
ど
の

程
度
軽
減

で
き
る
か

検
証

す

る
 

・
排
水
口
操
作
の
有
無
 

検
証
Ⅰ
-4
 

I
CT

区
、
慣
行
区
の
水
管
理
手
法
で
、
品
質
、
収
量

に
違
い
が
あ
る
か
検
証
す
る
 

・
作
物
の
品
質
、
収
量
 

営
農
者
へ
の
聞
き
取
り
 

検
証
Ⅰ
-5
 

水
路
形

式
の
違
い
に
よ

り
水
管
理
労
力

に
違
い
が

あ
る
か
検
証
す
る
 

・
水
路
形
式
毎
の
水
管
理
デ
ー
タ
 

開
水
路
、
パ
イ
プ
ラ
イ
ン
形
式
の
水
管
理
デ
ー
タ
 

の
比
較
 

検
証
Ⅰ
-6
 

適
切
な

I
CT

機
器
の
数
、
組
合
せ
を
検
討
す
る
 

・
営
農
者
の
実
感
か
ら
、
適
切
な

I
C
T
機
器
の
数
、

組
合
せ
を
検
討
 

営
農
者
へ
の
聞
き
取
り
 

用 水 量 の 削 減 

検
証
Ⅱ
-1
 

無
駄

な
放
流
軽
減

や
、

き
め

細
や
か
な

水
管
理

に

よ
る
節
水
効
果
が
あ
る
か
検
証
す
る
 

・
排
水
口
へ
の
流
入
量
 

・
近
傍
気
象
台
の
雨
量
デ
ー
タ
 

・
排
水
口
の
高
さ
 

水
位
セ
ン
サ
ー
に
よ
る
排
水
量
デ
ー
タ
の
取
得
 

近
傍
気
象
台
の
雨
量
デ
ー
タ
の
取
得
 

排
水
口
の
高
さ
（
慣
行
区
は
実
測
）
 

検
証
Ⅱ
-2
 

・
揚
水
機
の
電
気
料
金
 

揚
水
機
使
用
電
気
料
の
聞
き
取
り
 

検
証
Ⅱ
-3
 

適
切
な

I
CT

機
器
の
数
、
組
合
せ
を
検
討
す
る
 

・
営
農
者
の
実
感
 

営
農
者
へ
の
聞
き
取
り
 

適 正 区

画 規 模

の 検 討 

検
証
Ⅲ
-5
 

大
区
画
化
及
び

IC
T
機
器
導
入
に
伴
い
、
水
口
、

排
水
口
の
適
正
な
数
、
規
模
を
検
証
す
る
 

・
営
農
者
の
実
感
 

営
農
者
へ
の
聞
き
取
り
 

草 刈 り 労 力 の 軽 減 

検
証
Ⅴ
-1
 

草
刈

り
の

作
業
労
力

を
ア
ー
ム

式
モ
ア
で

ど
の

程

度
軽
減
で
き
る
か
を
検
証
す
る
 

・
草
刈
り
の
作
業
時
間
 

（
人
力
、
ア
ー
ム
式
モ
ア
）
 

作
業
時
間
の
計
測
 

検
証
Ⅴ
-2
 

ア
ー
ム
式
モ
ア
と
人
力
（
草
刈
り
機
）
作
業
で
要
す

る
燃
料
消
費
量
を
検
証
す
る
 

・
ア
ー
ム
式
モ
ア
と
人
力

（
草
刈
り
機
）
の
燃
料
消

費
量
 

燃
料
消
費
量
の
計
測
 

検
証
Ⅴ
-3
 

ア
ー
ム

式
モ
ア

導
入

に
よ
る

労
力

の
負
担

軽
減

、

作
業
の
安
全
性
向
上
を
検
証
す
る
 

・
営
農
者
の
実
感
 

（
作
業
労
力
軽
減
、
安
全
性
の
向
上
）
 

営
農
者
へ
の
聞
き
取
り
 

検
証
Ⅴ
-4
 

適
切

な
道
路
配
置

、
法

勾
配

と
小
段

の
組

合
せ
を

検
討
す
る
 

・
営
農
者
の
実
感
 

（
ほ
場
の
区
画
配
置
）
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４
．

検
証

結
果

 
実
証
 

区
分
 

区
分
 

検
証
結
果
 

水 管 理 労 力 の 軽 減 

検
証
Ⅰ
-1
 

（
ほ
場

1
枚
当
た
り
）
 

・
水
管
理
時
間
：
慣
行
区

8
.5
0
時
間
→
IC
T
区

7.
27

時
間
 
1
4
%削

減
 

・
移
動
時
間
 
：
慣
行
区

6
2.
33

時
間
→
IC
T
区

4.
40

時
間
 9
3
%
削
減
 

・
見
回
り
回
数
（
直
接

）：
慣
行
区

1
70

回
→
IC
T
区

30
回
 
9
6
%削

減
 

・
水
管
理
+移

動
時
間
：
慣
行
区

70
.
83

時
間
→
I
CT

区
1
1.
67

時
間
 8
4%
削
減
 

検
証
Ⅰ
-2
 

・
給
水
栓
操
作
回
数
：
慣
行
区

1
70

回
→
IC
T
区

30
回
 
8
2
%
削
減
 

（
ほ
場

1
枚
当
た
り
で
給
水
、
止
水
操
作
を
各
々
1
回
と
す
る
）
 

検
証
Ⅰ
-3
 

・
操
作
し
な
い
 

検
証
Ⅰ
-4
 

・
水
管
理
が
出
来
た
ほ
場
は
、
過
去
最
高
の
収
量
で
品
質
も
良
い
 

検
証
Ⅰ
-5
 

・
少
量
の
水
で
も
取
水
位
置
が
低
い
た
め
ほ
場
に
給
水
可
能
で
水
の
無
駄
が
な
く
な
る
 

検
証
Ⅰ
-6
 

①
Ｉ
Ｃ
Ｔ
機
器
を
使
用
し
て
の
実
感
は
 

・
良
い
と
思
う
が
、
不
安
定
な
天
候
だ
と
優
先
順
位
の
一
番
は
水
管
理
の
軽
減
よ
り
も
デ
ー
タ
が
取
れ
蓄
積
で
き
る
こ
と
で
今
後
の
営
農
に
生
か
せ
る
こ
と
 

②
IC
T
機
器
導
入
に
伴
う
課
題
は
何
か
 

・
導
入
コ
ス
ト
と
用
水
源
（
揚
水
機
）
と
の
連
携
 

③
Ｉ
Ｃ
Ｔ
機
器
の
適
切
な
設
置
数
、
組
合
せ
は
（
用
水
、
排
水
）
 

・
用
水
：
ほ
場
に
１
カ
所
、
排
水
：
不
要
 

④
そ
の
他
（
水
管
理
軽
減
に
つ
い
て
）
 

・
手
動
で
ポ
ン
プ
を
動
か
す
為
、
結
局
は
現
地
に
行
か
な
く
て
は
な
ら
ず
、
ポ
ン
プ
自
体
も
ス
マ
ホ
で
の
操
作
が
可
能
に
な
れ
ば
、
更
に
効
率
的
 

用 水 量 の 削 減 

検
証
Ⅱ
-1
 

検
証
か
ら
除
外
 

検
証
Ⅱ
-2
 

検
証
か
ら
除
外
 

検
証
Ⅱ
-3
 

検
証
か
ら
除
外
 

適 正 区

画 規 模

の 検 討 

検
証
Ⅲ
-5
 

・
水
口
は
代
掻
き
以
外
は

1
箇
所
で
管
理
し
、
排
水
口
は
中
干
し
、
落
水
時
に
手
動
で
板
を
外
す
以
外
は
調
整
せ
ず
、
代
掻
き
、
落
水
を
考
え
る
と
設
置
数
は
現
状
で
良
い
（
両
側
用
排
水
の

た
め

1
ha

に
水
口
、
排
水
口
と
も
に

4
箇
所
）
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実
証

 
区

分
 

区
分

 
検

証
結

果
 

草 刈 り 労 力 の 軽 減
 

検
証

Ⅴ
-1

 

ア
ー

ム
式

モ
ア

と
人

力
草

刈
り

に
よ

る
作

業
時

間
の

比
較

 
①

 
作

業
時

間
：

人
力

草
刈

り
7
.1

7
時

間
→

ア
ー

ム
式

モ
ア

に
よ

る
草

刈
1
.
11

時
間

 
8
4
%削

減
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
※

人
力

草
刈

の
燃

料
消

費
量

は
、

草
刈

機
（

肩
掛

け
式

）
φ

25
5m

m
の

運
転

1
時

間
 

 
当

た
り

燃
料

消
費

量
0
.7

6L
/h

r
か

ら
算

定
。

ア
ー

ム
式

モ
ア

の
燃

料
消

費
量

は
、

ト
ラ

ク
タ

ー
の

エ
ン

ジ
ン

回
転

数
約

1
,7

00
rp

m、
P
TO

回
転

数
5
40

rp
m
と

仮
定

し
た

場
合

の
燃

料
消

費
量

1
5.

7L
/h

r
か

ら
算

定
。

 
     

検
証

Ⅴ
-2

 

ア
ー

ム
式

モ
ア

と
人

力
草

刈
り

に
よ

る
経

済
比

較
実

証
路

線
9
45

㎡
）

 
①

 
草

刈
り

経
費

（
実

証
路

線
で

比
較

）：
人

力
草

刈
り

8
,0

03
円

→
ア

ー
ム

式
モ

ア
1
2,

37
6
円

 
5
5
%増

加
 

②
 

人
力

草
刈

に
お

い
て

は
人

件
費

が
8
7
%を

占
め

る
が

、
ア

ー
ム

式
モ

ア
に

お
い

て
は

機
械

費
が

6
7%

を
占

め
る

。
 

 
           

検
証

Ⅴ
-3

 

①
作

業
労

力
の

軽
減

 
・

自
動

走
行

機
能

に
よ

り
草

刈
り

作
業

に
集

中
で

き
た

 
・
法

面
の

草
刈

り
に

つ
い

て
は

、
今

回
の

場
所

は
３

人
掛

か
り

で
作

業
を

行
っ

て
い

た
が

、
ア

ー
ム

式
モ

ア
で

あ
れ

ば
１

人
の

オ
ペ

レ
ー

タ
ー

で
作

業
が

出
来

る
の

で
省

力
化

さ
れ

、
労

力
的

に
断

然
楽

で
あ

る
 

②
安

全
性

の
向

上
 

・
法

面
が

長
け

れ
ば

草
刈

り
作

業
に

危
険

を
伴

う
が

、
ア

ー
ム

式
モ

ア
で

の
草

刈
り

は
安

全
だ

と
感

じ
た
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検
証

Ⅴ
-4

 

①
理

想
的

な
道

路
配

置
 

・
理

想
と

し
て

は
４

辺
が

道
路

に
接

し
、

ど
こ

か
ら

で
も

進
入

可
能

な
タ

ー
ン

農
道

が
出

来
れ

ば
良

い
 

・
両

側
に

道
路

は
必

要
だ

が
、

法
面

の
長

い
畦

畔
に

も
対

策
は

必
要

で
あ

り
、

地
権

者
が

減
歩

を
良

し
と

す
れ

ば
畦

畔
幅

を
3
m（

2m
で

は
怖

い
）

に
す

る
こ

と
で

道
路

機
能

を
補

完
し

、
ト

ラ
ク

タ
ー

の
走

行
や

ア
ー

ム
式

モ
ア

に
よ

る
草

刈
り

も
可

能
と

な
る

 
 ②

理
想

的
な

水
路

溝
畔

幅
、

畦
畔

幅
は

（
作

業
機

械
別

）
 

・
ア

ー
ム

式
モ

ア
の

草
刈

等
を

考
慮

す
る

と
法

面
の

長
い

溝
畔

、
畦

畔
幅

は
3
m
程

度
は

必
要

 
・

現
状

の
草

刈
機

（
ウ

イ
ン

グ
モ

ア
）

で
あ

れ
ば

畦
畔

幅
5
0c

m
を

往
復

し
て

草
刈

を
し

て
い

る
が

、
今

後
両

面
刈

れ
る

草
刈

機
が

出
来

れ
ば

、
そ

の
機

械
幅

や
重

量
に

対
応

可
能

な
畦

畔
、

溝
畔

幅
ま

た
構

造
と

な
れ

ば
良

い
 

 ③
理

想
的

な
法

勾
配

、
小

段
の

組
合

せ
 

・
法

勾
配

は
緩

く
す

る
と

減
歩

も
大

き
く

な
る

こ
と

か
ら

1
:1

.5
が

良
い

 
・

高
さ

1
m
ご

と
に

小
段

を
設

置
し

、
ま

た
、

小
段

が
痩

せ
た

り
崩

れ
た

り
し

て
す

る
た

め
小

段
幅

0
.5

m
が

確
保

で
き

る
よ

う
小

段
幅

は
0
.7

m
程

度
で

施
工

出
来

れ
ば

良
い

 
 ④

そ
の

他
（

ほ
場

の
区

画
配

置
に

つ
い

て
）

 
・

理
想

と
し

て
は

タ
ー

ン
農

道
や

Ｉ
Ｃ

Ｔ
を

導
入

で
き

る
区

画
配

置
が

望
ま

し
く

、
計

画
当

初
か

ら
地

元
合

意
を

得
て

整
備

で
き

れ
ば

良
い

 
・

耕
作

者
と

し
て

は
作

業
効

率
を

考
え

て
3
m
溝

畔
、

幅
広

畦
畔

を
配

置
で

き
れ

ば
良

い
が

、
地

権
者

は
未

だ
に

減
歩

を
嫌

い
土

地
が

潰
れ

る
整

備
を

望
ん

で
い

な
い

状
況

と
温

度
差

が
あ

り
苦

慮
し

て
い

る
 

・
地

権
者

の
合

意
を

得
ら

れ
た

箇
所

と
得

ら
れ

な
い

箇
所

の
ど

ち
ら

か
の

意
見

を
潰

し
て

し
ま

う
と

遺
恨

が
残

る
た

め
、

合
意

の
有

無
に

よ
っ

て
整

備
水

準
を

変
更

す
る

こ
と

も
考

え
な

け
れ

ば
な

ら
な

い
の

で
は

な
い

か
。

こ
の

場
合

、
工

事
で

き
ず

使
用

し
な

か
っ

た
予

算
に

つ
い

て
自

動
草

刈
機

の
購
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